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【現状】

現在運用されている路面下空洞の探査技術では探査車等
により空洞の深さと広がりは概ね確認できている。

空洞厚さについては、空洞を通過した反射波が明確でな
いためボーリング調査に頼らざるを得ない状況である。

【要件：求める技術】
路面下空洞調査において、空洞の厚さを確認する技術

・探査車等による非破壊調査で同時に厚さを確認すること
・現状のボーリング調査より効率的な調査であること
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【課題】

ボーリング調査は交通規制を伴い、１ケ所あたりの調査
費用も高く非効率であるため、極力減らしたい。

このため、探査車等を用いた非破壊調査で空洞の厚さも
把握することは効率的な調査を実施する上で喫緊の課題で
ある。

そこで空洞厚さを計測するため、探査車等を用いて直接
計測する技術や計測データの解析技術等の技術開発提案を
求める。
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